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長崎大学病院総合診療科にて OSAS と診断され、年齢、性別、BMI (又は腹囲)、無
呼吸低呼吸指数  (Apnea Hypopnea Index: AHI)、推算糸球体濾過量  (estimated 
Glomerular Filtration Rate: eGFR)、基礎疾患が明らかであった 20～75 歳の 66 例 (男性/
女性 :53/13) および同患者群より腎機能、基礎疾患を調整した 24～72 歳の 23 例 (男
性/女性 :16/7) を対象とした。 
終夜睡眠ポリソムノグラフィには、EMBLA S7000(チェスト社)を用いた。終夜睡眠
ポリソムノグラフィ後、翌早朝絶食下に静脈血採血を施行した。各種サイトカインの
測定は、hsCRPはネフェロメトリー法、IL-6はCLEIA (chemiluminescent enzyme immuno 
assay)法、IL-18 は ELISA (enzyme-linked immunosorbent assay)法を用いた。eGFR 値は、
推算式 [ eGFR(mL/min/1.73m2)=0.471×175×Age-0.203×Cr-1.154(女性×0.742) ] より
算出した。統計ソフトウェアは、EZR を用いた。各測定項目の比較は t 検定、one way 
ANOVA にて、サイトカイン値と eGFR および AHI との関連性については、Speaman's 
rank correlation coefficient にて検証を行い、P < 0.05 を有意差ありとした。 
結果 
 全 66 例において、全ての患者の腎機能は CKD Stage G1～G3 に該当した。AHI 重症
度別では、軽症～重症 OSAS に該当した。CKD stage 別、AHI 重症度別のいずれにお
いても、各サイトカイン値に有意差は認めなかった。 
 基礎疾患および腎機能を調整した 23 名では、全ての患者の腎機能は CKD Stage G1
および G2 にのみ該当した。AHI 重症度別では、軽症～重症 OSAS に該当した。IL-18
値は、CKD Stage G2 群 ( 216.8 ± 57.5 ) で、CKD Stage G1 群 ( 163.6 ± 41.6 ) と比較し
有意に高値であった (P<0.05)。hsCRP、IL-6 については有意差は認めなかった。eGFR
と IL-18 値には、有意に負の相関関係を認めた (ρ= -0.49, P<0.05)。 
考察 
全 66 例での検討では、IL-18 含めたサイトカインと eGFR および AHI との関連は認
められなかったが、この対象では基礎疾患や CKD Stage G3 に該当する腎機能低下例
も含まれており、その影響も加味されている可能性がある。また、CKD Stage G1 患者
群には eGFR 高値例が散見されるが、45.2％で糖尿病の合併があり、hyperfiltration の
影響も示唆された。基礎疾患や腎機能の影響下では十分な評価がなされたとは言い難
く、これらを除外し、調整を行った 23 例を選別し、再度検討を行った。 
調整後の群において、CKD 重症度によって IL-18 のみで有意差を認めたことから、
OSAS では、hsCRP や IL-6 では感知しない軽度の腎機能障害の段階でも、既に慢性炎
症は惹起され、それを捉えるには IL-18 がより有用である可能性が示された。この
OSAS 自体に由来する慢性炎症が契機となって、将来的には CKD を発症していくの
ではないかと考えられる。IL-18 は、OSAS と CKD の関連を評価し、早期に治療介入
できるマーカーとなる可能性が期待される。 
